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　本学で募集を行った「東日本大震災にかかる義援金」
は、学内外の多くの方々の温かいご支援により、総額
１千２百万円余となった。この義援金は、救援・復興支
援室長である前田正史理事が５月13日（金）から８月３
日（水）までの間に岩手県、宮城県、福島県、茨城県、
釜石市、遠野市、大槌町の各首長等に、以下のとおりお
届けした。

届け先：岩手県 届け先：宮城県
金　額：2,000,000円 金　額：2,000,000円
届け先：福島県 届け先：茨城県　
金　額：2,000,000円 金　額：2,000,000円
届け先：遠野市 届け先：釜石市
金　額：１,000,000円 金　額：1,000,000円
届け先：大槌町　
金　額：2,185,238円 合  計　12,185,238円

義援金目録を橋本昌茨城県知事に手渡す前田理事

一般ニュース

一般

救援・復興支援室

各自治体へ義援金をお届け

　なお、義援金の受付については、６月22日（水）をもっ
て締切り、新たに「東京大学東日本大地震に関する救援・
復興支援プロジェクト基金」が設立された。

　救援・復興支援プロジェクト基金は、本学の被災施設
や学生等に対する支援活動及び被災地でのボランティア
活動の支援等を目的としておりますので、以下のURL
をご参照いただき、引続きご支援を賜りますようお願い
いたします。
http://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt13.html

　７月21日（木）、海洋アライアンス（機構長　浦環生
産技術研究所教授）は、山梨県にある富士川町立鰍沢小
学校（望月眞校長）に赴き、１、２年生の子どもたち40
名を対象に海に関する出前授業を行った。
　鰍沢小学校は、江戸時代に富士川舟運の要衝地として
栄えた旧鰍沢町にある。当時の鰍沢河岸は下げ米・上げ
塩を扱う流通拠点として知られていた。特に上げ荷の中
心は、塩をはじめとする海産物であり、山間地にあって
も海との関わりの深い町だったことがうかがえる。
　今回の出前授業を引き受けたのは海洋アライアンスの
福島朋彦特任准教授である。終業式を翌日に控えたなか
での授業だったが、担任の笠井寿美香先生のはからいで、
子どもたちといっしょに給食を食べることから始まった
ため、教壇に立つ頃にはすっかりリラックスすることが
できたようであった。

出前授業で使用したパワーポイントの表紙

　最初に、国語の授業で学習したスイミーの内容に合わ
せて、「にじいろのゼリーみたいなナマコ（教科書の記
載はクラゲ）」、「ブルトーザーのようなえび（いせえび）」、
「かいそうのはやし」などを写真を使って紹介すると、
聞き覚えのある言い回しだったせいか、子どもたちは
「わー、わー」と声をあげて喜んでいた。
　子どもたちの緊張がほぐれたところで海の生き物の解

一般

海洋アライアンス

海のない地域の子どもたちに海の面
白さを －山梨県富士川町立鰍沢小
学校にて出前授業を開催
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説に移った。空飛ぶイカはいるか、ホンソメワケベラの
ように他の魚を掃除するエビはいるか、クマノミのお父
さんはお母さんが死んでしまうとどうなるか、などいず
れも国語の教科書にある「サンゴの海の生きものたち」
に登場する生き物を選んでクイズ形式で解説した。海の
生き物の意外な生態について、解説だけでは信じられな
かった子どもたちも、証拠のビデオをみると納得の表情
を浮かべていた。そして最後20分を使って、１年生と２
年生の混同６チームによるクイズ大会を行った。対抗戦
形式だったため、学年を越えて協力する子どもたちの様
子が随所に見られ、講師には微笑ましく映った。優勝チー
ムには講師オリジナルの「海のいきもの博士認定証」が
渡された。

海のいきものクイズの様子

　数日後、子どもたちから手紙が届いた。「とおいとこ
ろからきてくれてありがとうございました」、「イカがと
ぶなんてはじめてしりました」、「またいっしょにきゅう
しょくをたべてください」、なかには講師の体を気遣い
「ねっちゅうしょうにならないでください」といった内
容まで、いずれも心温まるものばかりだった。

後日、送付された学級通信（抜粋）

　海洋アラインスでは、海洋生物から海洋資源まで、多
岐にわたる出前授業を用意して、海にも山にも出かけま
す。詳しくは海洋アライアンスホームページをご覧くだ
さい。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

　教職員ならびに卒業生の方々からの寄附金で運用され
ている「外国人留学生支援基金」は、平成23年度第１回
奨学生（奨学金月額５万円／支給期間：平成23年４月～
平成24年３月）として20名（うち10名は「長島雅則基金」
による奨学生）の外国人留学生を採用、また、「長島雅
則奨学基金」は９名の日本人学生を海外派遣奨励費受給
者として採用した。両方の奨学生に対し、７月25日（月）
に奨学生証書授与式が開催された。

謝辞を述べるバログン オルクミさんと山崎奈都子さん

　式は、田中明彦副学長（留学生支援基金運営委員会委
員長）、杉山健一副理事（渉外担当）、長島雅則氏（寄付
者）の臨席の下、田中副学長並びに長島雅則氏から奨学
生に証書が授与された。
　田中副学長からは「本奨学金は教職員、卒業生の方々
からの寄附金により支給されるものである。優秀な留学
生の皆さんには、研究・勉学の成果を期待している」と
の激励があり、長島雅則氏からは「奨学生のみなさんが
これからの世界をリードしてくれるものと期待してい
る。自分のやりたいことに挑戦していってほしい」との
挨拶があった。
　引き続き、奨学生を代表して、医学系研究科修士課程
のバログン オルクミさん（ナイジェリア）から、「東京
大学の多くの方に支えられて勉学に打ち込める機会を得
られたことに感謝します」との謝辞が述べられ、法学部
の山崎奈都子さんからは、「今後の世界を担っていく世
代として、一度日本を外から見つめ直し、その強み・弱
みを意識しながら留学期間を過ごしていきたい」と海外
留学への意気込みが語られた。
　なお、外国人留学生支援基金奨学金受給者は、前身の
外国人留学生後援会から通算して今回で350名となった。

一般

本部留学生・外国人研究者支援課

「平成23年度第1回外国人留学生支援基
金奨学生」及び「平成23年度長島雅則
奨学基金奨学生」証書授与式開催される
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ここに本基金の趣旨にご賛同いただいている皆様のご支
援に対し、改めて御礼申し上げる次第である。

「東京大学外国人留学生支援基金平成23年度第１回
奨学生」及び「長島雅則奨学基金奨学生」一同

　日本語教育センターの2011年度夏学期「集中日本語
コース・学術日本語コース」修了式（修了証書授与式）
が、８月４日（木）15時30分から医学部総合中央館（医
学部図書館）３階333会議室で行われた。
　センターでは種々の日本語コースを開講しているが、
このうち「集中日本語コース」は、初級から上級までの
留学生が１学期間集中的に日本語を学ぶコース、「学術
日本語コース」は日本語で論文を書くための日本語スキ
ルを身につけるコースで、この両コースについては修了
式を行っている。今期は、震災の影響で留学生の渡日が
遅れる傾向があったため、センターではこれに配慮し、
両コースの開始を５月、修了を８月と、それぞれ例年よ
り遅らせたが、両コースあわせて８クラス、57名の受講
者が所定の課程を修了した。

集合写真

一般

国際本部　

日本語教育センター2011年度夏学
期「集中日本語コース・学術日本語
コース」修了式が行われる

　式には、修了者のほか、田中明彦副学長をはじめ、来
賓として修了者の指導教員である勝村庸介先生（工）、
大山茂生先生（工）、作田庄平先生（農）の各先生、佐
藤修二国際部長、及びセンター関係教職員が出席した。
田中副学長から、挨拶の中で「今後も、日本語とセンター
で得た友人を大切にするように」とのメッセージがあっ
た後、菊地康人日本語教育センター長から、修了者一人
ひとりに修了証書が手渡され、あわせて、今期の到達水
準や出席率の高さなどを評価する講評が述べられた。
　続いて、修了者を代表して、ローハス・メナンヅロ・
デラクルーズさん（フィリピン、情報理工、初級代表）、
ラチャナ・マナンダル・スレスタさん（ネパール、医、
中級代表）、ソウ・ホンボムさん（韓国、法、上級代表）
の３名から日本語によるスピーチがあり、約３か月間の
日本語のすばらしい上達ぶりが披露された。
　式終了後、引き続き山上会館で懇談会が行われた。田
中副学長と、修了者の指導教員である小紫公也先生（工）
から留学生に向けてのスピーチがあり、さらに、修了者
４人からのさまざまな思いをこめたスピーチや、教員を
囲んでの写真撮影など、くつろいだ雰囲気のうちに会は
進行し、終了時間が来ても修了者たちが別れを惜しんで
立ち去ろうとしないほどの、印象深いパーティーとなっ
た。
　なお、今期の修了者57名の所属・出身は、以下のとお
り、12研究科等、26の国または地域である。

■研究科等（12研究科等）
教育学研究科 １名
法学政治学研究科 ６名
経済学研究科 ２名
総合文化研究科 ４名
理学系研究科 １名
工学系研究科 20名
農学生命科学研究科 ４名
医学系研究科 ２名
薬学系研究科 １名
新領域創成科学研究科 ３名
情報理工学系研究科 ８名
学際情報学府 ５名

■国または地域（26カ国・地域）
・アルジェリア １名 ・チュニジア ２名
・インドネシア ２名 ・ネパール １名
・英国 ３名 ・パナマ １名
・ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ２名 ・ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ １名
・ガーナ １名 ・フィリピン １名
・韓国 ７名 ・ブラジル ５名
・カンボジア １名 ・フランス １名
・ギリシャ １名 ・ベトナム ２名
・ケニア １名 ・ポーランド １名
・スウェーデン １名 ・マレーシア ２名
・タイ ５名 ・モンゴル １名
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・台湾 ２名 ・レバノン １名
・中国 10名 ・ロシア １名

修了証の授与

修了者代表のスピーチ

部局
ニュース

部局
樹芸研究所クスノキ林「ふるさと文
化財の森」に設定される

大学院農学生命科学研究科・農学部

　農学生命科学研究科附属樹芸研究所（静岡県賀茂郡）
のクスノキ林が平成22年度の「ふるさと文化財の森」と
して文化庁より設定され、設定書交付式が５月26日（木）
に行われた。「ふるさと文化財の森」は、文化庁のふる
さと文化財の森システム推進事業の一環として、国宝、
重要文化財などの文化財建造物の修理に必要な資材供給
のためのモデル林及び研修林として設定される。附属演
習林としては秩父演習林のサワラ林に続き２箇所目とな
る。
　現在、樹芸研究所にのこるこのクスノキ人工林は、お
よそ100年前に樟脳生産のために松崎町の事業家により
造林された。当時、樟脳はセルロイドの原料として重要
視されていたが、その後樟脳生産が行われなくなり放置
され、現在に至る。そのクスノキを、修理用資材として
文化財保護に活かすことは、森林と共にあった日本文化
の側面を支える一面を持ちながら、不要となれば放置す
る現代的人間社会の在り方を見つめ直す一面も持ち合わ
せている。通常の木質資源生産で重視される規格化・効
率化とは異なる視点を持って森林経営に当たることは、
結果的に多面的な森林の取り扱いを重視することにつな
がり、大学演習林ならではの柔軟な森林経営の足腰を鍛
えることになるだろう。その様な思いを込めて、真摯に
森林管理に取り組んでいきたい。

クスノキ人工林（外観）
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部局
外国人留学生・研究員等との懇親会
開催される

大学院人文社会系研究科・文学部

　６月23日（木）18時から、山上会館地下食堂において、
恒例となっている人文社会系研究科・文学部主催の外国
人留学生・研究員及び外国人スタッフとの懇親会が開催
された。
　懇親会には、人文社会系研究科及び文学部に在籍する
13カ国の外国人留学生・研究員、留学生博士論文作成支
援ボランティア・ネットワークである「三金会」の先生
方及び教職員の計93名が参加した。
　初めに中地義和人文社会系研究科長・文学部長から挨
拶があり、続いて鶴岡賀雄国際交流委員会委員長の発声
で乾杯した後、懇談が始まった。
　懇談は、終始和やかな雰囲気につつまれて進み、途中
には「三金会」の先生を代表して、久野猛氏から活動状
況等をふまえた留学生とのエピソードを中心に心温まる
ご挨拶があった。また、恒例となっている留学生のパ
フォーマンスタイムでは、韓国からの留学生による韓国
語の歌の熱唱があり、参加者から大歓声が沸き上がった。
最後に留学生を代表して、博士課程に在籍している韓国
の尹 勝玟（ユン スンミン）さんから大変流暢な日本語
で、研究室の先輩との交流話についてユーモアを交えた
挨拶があった。
　普段は研究活動に忙しい学生・研究員のみなさまも、
この日ばかりはそれぞれのお国の言葉と日本語を混ぜな
がら、お国自慢を語り合って友好を深めあう楽しいひと
時を過ごし、20時頃盛況のうちに散会した。

中地研究科長・学部長の挨拶

留学生を代表しての尹 勝玟さんのスピーチ

懇親会を記念して

部局
「イノベーション基盤シミュレーシ
ョンソフトウェアの研究開発」第３
回シンポジウムを開催

生産技術研究所

　７月14日（木）・15日（金）の２日間、「みえてきた先
端シミュレーションの実力」と題して、イノベーション
基盤シミュレーションソフトウェアの研究開発プロジェ
クトの第３回シンポジウムが生産技術研究所コンベン
ションホールにおいて開催され、当日は大変暑い日で
あったが、延べ489名にのぼる参加があった。
　初日は、文部科学省大臣官房審議官（研究振興局担当）
戸渡速志氏とスーパーコンピューティング技術産業応用
協議会副委員長（日本自動車研究所副理事長・研究所長）
小林敏雄氏の挨拶に続き、富士通株式会社テクニカルコ
ンピューティングソリューション事業本部エグゼクティ
ブアーキテクト奥田基氏による基調講演とプロジェクト
代表の加藤千幸教授並びにプロジェクトの各チームリー
ダーによる講演が行われた。６月にTop500のランキン
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グで世界一となった京
けい

速
そく

コンピュータ「京
けい

」についての
内容は参加者からも大きな関心が寄せられた。２日目に
は各ソフトウェアの代表的な活用事例13例が産業界の技
術者・研究者によって報告され、残り２年間のプロジェ
クト期間で、ソフトウェアの実証と産業界での利用をど
のように完成させていくのかなど、プロジェクトの終盤
に向けて開発者側と利用者側の協力の重要性を再認識す
るシンポジウムとなった。

基調講演を行う奥田基氏

部局
秩父演習林がサントリーと研究・整
備協定を締結

大学院農学生命科学研究科・農学部

　農学生命科学研究科は７月27日（水）に、サントリー
ホールディングス株式会社と、附属演習林秩父演習林を
対象とした研究助成および森林整備に関する協定を締結
した。
　本協定は、森林が抱える問題の解決に向けて幅広く継
続的な研究･教育を進めてきた本学と、水源涵養活動を工
場水源源流地域で積極的に推進してきたサントリーが、
両者の知見を活かし、より高い水源涵養機能を持続的に
発揮できる森づくりを協働して実施していくものである。
協定は、附属演習林秩父演習林の全域（5,812ha）を対
象とし、長期的な観点にたった研究協定と、同演習林栃
本地区の一部である入川流域（1,918ha）を対象とする
森林整備活動を協働して進めるための森林整備協定から
なる。
　両者は、対象地区を水源涵養林としての高い機能を
持った森林、生物多様性に富んだ森林、洪水・土砂災害
等に強い森林、CO2吸収能力の高い森林、豊かな自然と
触れ合える森林に誘導することを目標に活動を実施す
る。具体的には、航空機を使ったレーザー測量、奥地に
あり手入れの行き届かない造林地と原生林へのアクセス
開設、不成績造林地の天然林への誘導、シカなどの生物
害対策、植生回復、シカの移動、植生と水文・水質の関係、
樹木の機能特性、材の搬出および活用、森林整備体験・
環境教育等の研究および森林整備活動を展開していく。
契約期間は５年であるが、特別な問題がないかぎり、５

年契約の更新により50年100年と継続できるようになっ
ており、数十年単位の長期的な視野に立った研究と整備
を展開する。長期的な研究計画に基づいて、毎年の研究
課題を学内から広く公募する。
　両者は、このような産学連携型の森林整備および研究
活動が今後さらに拡がりをもって展開されることを期待
し、これらの活動の成果を積極的に公開し情報発信して
いく。

７月27日に行われたサントリーとの協定締結式

部局
新エネルギー研究開発拠点「環境エ
ネルギー研究棟」の竣工式

先端科学技術研究センター

　産学官で新エネルギー開発に取り組む共同研究施設
「環境エネルギー研究棟」の竣工記念式典が８月25日
（木）、先端科学技術研究センターで行われ、東大や企
業関係者約120名が出席した。新棟は、低炭素社会の実
現に向けて高効率・低コストの太陽光電池開発などを推
進するため、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社との共同
研究施設「ＥＮＥＯＳラボ」やエネルギー・環境分野の
瀬川研究室（瀬川浩司教授）など、先端研の新エネルギー
関連の研究室などが入居し、先端研と企業の研究者が共
同研究を推進する中核施設となることが期待される。
　中野義昭所長は式辞で「３月11日の東日本大震災以降、
これまでのエネルギー戦略の抜本的見直しが迫られてい
る。エネルギーの確保の仕方、新技術による革新が今ほ
ど求められているときはない。産学の研究者が共同で顔
の見える連携活動を進め、地に足のついた次世代エネル
ギー技術の開発を進めていきたい」と抱負を述べ、濱田
純一総長は「低炭素社会の実現は世界的な課題。各種新
エネルギー技術の総合的な研究開発が産業界との強固な
連携のもとで進められ、その成果が広く社会に還元され
ることを大いに期待している」と挨拶した。
　また、ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）木村康社長は「新
エネルギー分野に携わる研究者が、産学官の壁を超えて、
国際規模で活動できるこの研究拠点の建設に貢献できた
ことをうれしく思う。これをきっかけに先端研の方々と
ますます交流を深め、技術開発に努めてまいりたい」と
祝辞を述べた。中野所長、濱田総長、木村社長、文部科
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学省の澤川和宏学術機関課長、経済産業省の大家利彦産
業技術人材企画調整官、ＮＥＤＯの和坂貞雄理事がテー
プカットをして竣工を祝い、瀬川教授が新棟の概要を説
明した。
　新棟には大学と企業の研究者がより連携を図りやすく
するため、「集中研究室」を設置し、情報共有や共同研
究を推進する。国家プロジェクトである「革新的な太陽
電池の開発」や電力貯蔵デバイス、環境科学に関連する
基礎研究など、環境とエネルギーに関する研究を総合的
に進める。さらに、海外の大学・研究機関と協定を結ぶ
などして連携を強化、新エネルギー分野の国際研究拠点
となることを目指す。
　４、５階には、先端研内に平成21年に設置された「Ｅ
ＮＥＯＳラボ」を拡充、移転。面積は従来の約２倍、常
駐するＪＸ研究員も今後増員する予定で、革新的太陽電
池や高容量蓄電材料などの研究開発に取り組む。新棟は、
鉄筋コンクリート７階建てで延床面積は約7124㎡。建設
資金の一部を寄附するなどして貢献したＪＸ日鉱日石エ
ネルギー（株）にちなみ、1階のホールは「ＥＮＥＯＳホー
ル」と命名された。

竣工記念式典で式辞を述べる中野義昭所長

竣工記念式典で挨拶する濱田純一総長

関係者がテープカットをして
環境エネルギー研究棟の竣工を祝った
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E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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～数字が語る
東京大学

本部財務部決算課 （内線22126）
E-mail: kessanka@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

◆このコラムは一見複雑な国立大学法人会計をわかりやすくご紹介す
ることを目的とし、文章の読みやすさを重視しているため、ある程度
恣意的な表現を取る場合があります。あらかじめご了承ください。
―ご意見、ご質問お待ちしております！
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Relay Column

3.11

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク（ASNET機
構）は、アジアのことを広く、深く知りたい学生の皆さん
に研究科等横断型「日本・アジア学」教育プログラムも実
施しています。詳しくは下記のURL：

http://www.asnet.u-tokyo.ac.jp/

http://www.asnet.u-tokyo.ac.jp/edu/ 
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OPEN：月曜～土曜 10：00～18：00
電話：03-5841-1039
http://www.utcc.pr.u-tokyo.ac.jp
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URL
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou_ j.html

TEL 03-3811-3393 82032
E-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

URL
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　理学の魅力を伝えるため平成14年に始まった東京大学
理学部講演会も回を重ねること20回を迎えました。今回
は、分子から個体レベルまでの理解を目指す植物学、原
子の謎に迫る物理学の最前線を走る研究者による講演に
加え、震災を経た社会における基礎科学研究のありよう
を考えるパネルディスカッションを行います。さらに、
講演に先立って、声楽家による音楽会を開催します。

日時： 10月30日（日）　13：00～17：30
（12：00開場）

会場：本郷キャンパス　安田講堂

入場：無料  事前申し込み不要
どなたでもご参加いただけます。

定員：700名（当日先着順）

講演内容：
「反物質」
早野龍五（理学系研究科物理学専攻　教授）

「子どもの頃の興味から始まって、実際に植物学者にな
るまでの話」
塚谷裕一（理学系研究科生物科学専攻　教授）

シンポジ
ウム・講演会

シンポジウム・講演会

大学院理学系研究科・理学部

第20回理学部公開講演会 ｢理学が拓く未来｣
の開催

パネルディスカッション：
司会　横山広美 （理学系研究科広報・科学コミュニケー

ション　准教授）

音楽会：
菊地美奈（ソプラノ）二期会会員
（他出演）
飯田俊明、牧千恵子、ミヤック
演奏予定曲
｢アメージング・グレイス」「私のお父さん」ほか

中継：インターネット配信を予定
主催・問い合わせ先：
大学院理学系研究科・理学部広報室
TEL：03-5841-7585　
E-mail：kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
URL： http://www.s.u-tokyo.ac.jp/PL20

　このたび「平成24年度学部英語コース特別選考募集要
項（The University of Tokyo, College of Arts and Sciences, 
Programs in English at Komaba (PEAK) APPLICATION 
GUIDELINES for October 2012 Enrollment）」が決定し、
８月１日（月）より、以下のWebサイトから募集要項
がダウンロード出来るよう整備されました。
http://peak.c.u-tokyo.ac.jp/
　また、平成24年度の募集人員、出願資格、出願期間、
選抜方法等の概要は次ページの別表のとおりです。
　なお、本特別選考の実施に関し、８月１日（月）に教
養学部において英語による記者説明会が実施されました。

お知らせ
お知らせ
国際化推進学部入試担当室

「平成24年度学部英語コース特別選考募集要
項」の公表のお知らせ
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　講習会に参加して、文献の探し方・Webでの文献管
理方法を、マスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、定期的に、
“情報探索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　10月は、バージョンアップを間近に控えた文献管理ツ
ール「RefWorks」新バージョンの講習会や、留学生向
けに英語によるオリエンテーションを総合図書館と共催
で開催するなど、各種コースを実施します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

※英語コースもあります。留学生のみなさんにもお声か
けください。
※自宅からの利用方法はどのコースでも説明します。

■ 10/5（水）12：10～12：30
【自宅から検索するには？】（20分ワンポイント講習）
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け知りたい。そんな方にお奨めなのがこのコース。
　ECCSアカウント認証によるSSL-VPN Gatewayサー
ビスを紹介します。

■ 10/12（水）15：00～16：00
【はじめての論文の探し方】
　「文献検索は初めて」という初心者向けにゆっくり
と、文献リストの読み取り方、図書、雑誌、日本語論文

お知らせ
情報基盤センター

「はじめての論文の探し方」、新RefWorks関連コース、留学生向け総合図書館オリ
エンテーション（英語）など“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

(CiNii)、英語論文(Web of Science)の基本的な探し方を
実習します。

■ 10/20（木）15：30～16：30
【新RefWorks2.0（文献管理ツール）を使うには？】
　これからRefWorksを使ってみようという方向けに、
Web版の文献管理ツール「RefWorks」の使い方を説明
します。
　東京大学OPACや、CiNii（日本語論文）、Web of 
Science（英語論文）など代表的なデータベースからの
データの取り込み方と、参考文献リストの自動作成方法
を実習します。
※10月末にバージョンアップする「RefWorks2.0」の講
習です。旧バージョンでご利用中の方は原則受講不要で
すが、興味のある方はご参加ください。

■ 10/21（金）15：30～16：30
【EndNote Web（文献管理ツール）を使うには？】
　これからEndNote Webを使ってみようという方向け
に、Web版の文献管理ツール「EndNote Web」の使い
方を説明します。
　東京大学OPACや、CiNii（日本語論文）、Web of 
Science（英語論文）など代表的なデータベースからの
データの取り込み方と、参考文献リストの自動作成方法
を実習します。
※RefWorksとの相違点はこちらをご参照ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/utonly/enw_
refw.html（このページは学内アクセス限定）

■ 10/25（火）
【留学生向け総合図書館オリエンテーション】（英語）
　“General Library Library Tour in English”
October 25 (Tue.)
　　16：00 - 16：30　OPAC Course
　　16：30 - 17：00　Library Tour
　I t i s n o t n e c e s s a ry t o a t t end a l l 2 c ou r s e s . 
Participants can join each course of 30 minutes.
　The OPAC Course is an introductory course to 
online catalogs and e-journals. (This session offers a 
hands-on approach by using computers.)
　The Library Tour will show you not only its rich 
collections but also materials and facilities provided 
for you, such as foreign newspapers, foreign TV, and 
computers.
　No advance reservat ion is required . Free of 
charge.
　Please come to the General Information Desk of the 
General Library (Hongo Campus) before the scheduled 
time.

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
（各回先着15名） ※Windowsパソコン15台あり。ECCS
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無線LAN設定済みのノートPC持込もOK。

●参加費：無料

●予約不要

※上記の他に、中国語による講習会も実施します。
（参照：別記事「中国語で講習します！留学生のための
“はじめての論文の探し方”ガイダンス」）

★授業・ゼミ・学生グループなど対象にオーダーメイド
で講習します！
　論文の探し方の出張講習・オーダーメイド講習を随時
受付中です（無料）。授業やゼミの内容に合わせて講習
いたします。会場のことなど、ご相談に応じます。まず
はお気軽にお問い合わせください。どのキャンパスでも、
学生だけのグループでもOKです。
　過去の実施例は以下のURLでご覧いただけます。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.ht
ml）

★Litetopiメールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

　　　　　literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（*は@に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

　生産技術研究所ならびに総合文化研究科・教養学部共
催の技術発表会を、下記の通り開催いたします。招待講
演に大気海洋研究所・技術専門員・塚本久美子氏、同研
究所・技術専門職員・石垣秀雄氏、杢雅利氏をお招きし
て「紹介します！大気海洋研究所」と題して講演をお願
いしておりますので、ふるってご来聴ください。また、
発表会終了後に懇親会を開催いたしますので併せてご参
加ください。

記
【技術発表会】
日　時：10月12日（水）９：30～17：00
場　所： 駒場Ⅱリサーチキャンパス　総合研究実験棟

（An棟）・コンベンションホール

《口頭発表》
「駒場キャンパスの放射線量について」教養学部・総合
文化研究科　技術専門職員　滝澤勉
「全反射配置における核共鳴散乱X線のエバネッセント
場観測」生産技術研究所　基礎系部門　技術専門職員　
河内泰三
「EMS粘度計と私のその後　－EMS法の躍進－」生産
技術研究所　基礎系部門　技術職員　平野太一
「RTK-GPS実機使用によるフィールドワーク安全教育
について」生産技術研究所　機械・生体系部門　技術専
門職員　吉田善吾
「1970～2011：技術職員の仕事から」生産技術研究所　
機械・生体系部門　技術専門員　板倉博
「赤外分光を用いたゼラチンの乾燥過程に関する研究」
生産技術研究所　情報・エレクトロニクス系部門　助教   
大塚由紀子
「教養学部低温サブセンター業務紹介」教養学部・総合
文化研究科　技術職員　石坂彰
「個別研修等報告　建設に関する資格について」生産技
術研究所　人間・社会系部門　技術専門職員　大塚日出
夫
「東京管区気象台の風観測データに関する一考察」生産
技術研究所　人間・社会系部門　技術専門員　高橋岳生

《招待講演》
「紹介します！大気海洋研究所」
東京大学大気海洋研究所　共同利用共同研究推進センタ
ー　陸上研究推進室　技術専門員　塚本久美子、
同観測研究推進室　技術専門職員　石垣秀雄、
同観測研究推進室　技術専門職員   杢雅利　

お知らせ
生産技術研究所、大学院総合文化研究科・教養学部

第７回　駒場キャンパス技術発表会開催のお
知らせ
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【懇親会】
日　時：10月12日（水）　17：30～19：30
会　場： 駒場Ⅱリサーチキャンパス　総合研究実験棟

（An棟）・コンベンションホール前ホワイエ
会　費：1,500円
今回は催し物として藤井陽一・高羽禎雄　東大名誉教授
（元生研３部教員）などの方々のフルートと琴の演奏を
企画しております。皆様のご参加をお待ちしております。
（お問い合わせ）
第７回　駒場キャンパス技術発表会実行委員会委員長　
高野早苗
TEL : 03-5452-6344（内線：56344）
E-mail : tabo@iis.u-tokyo.ac.jp

　情報基盤センター図書館電子化部門では、中国人講師
による「留学生のための“はじめての論文の探し方”ガ
イダンス」を開催します。
　内容は、レポート・論文作成に役立つ、データベース
を使った図書や雑誌論文の検索実習です。入門的な内容
ですので、新入学の留学生に限らず、初心者の方の参加
も歓迎します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

お知らせ
情報基盤センター

中国語で講習します！
留学生のための“はじめての論文の探し方”ガイダンス

●講習内容
・図書の探し方
・電子ジャーナルで雑誌論文を入手する方法
・中国語論文の探し方（CNKI）
・日本語論文の探し方（CiNii）
・英語論文の探し方（Web of Science）
・自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
　
●日　時：10/19（水）15：00～16：00
詳細は下記のサイトをご覧ください。（中国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html

●参加費：無料

●予約不要
先着15名。直接ご来場ください。

●問い合わせ：
情報基盤センター　学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
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　総合図書館では、学生の学習・研究を助け、また教養
をより豊かにするために、全学の教員（常勤講師以上）
から図書を推薦していただく制度を設けております。
　つきましては、平成23年度冬学期に向けて下記のとお
り図書の推薦をお願いいたします。

記

１ 推薦の範囲
　（1）  講義に密着した図書は、本郷キャンパスの講義を

対象とします。
　（2）  その他、学生の教養書としてふさわしいものをご

推薦ください。
　　　 ただし、雑誌および学生にとってあまりに高度な

専門図書は除いてください。

２ 推薦締切り　
　講義に密着した図書は、10月31日（月）
　その他の図書の推薦は常時受け付けます。

３ 推薦方法
　総合図書館備付け図書推薦要領によります。
　※推薦要領は、各部局図書館（室）に備付けております。

４ 問合せ先
　　附属図書館情報管理課選書受入係
　　　内線：22626
　　　e-mail：sen@lib.u-tokyo.ac.jp

＊附属図書館Webサイト
（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）
上記サイトの「ニュース」にある「総合図書館備付け図
書の推薦について（10/１）」もご参照ください。

お知らせ
附属図書館

平成23年度冬学期総合図書館備付け図書の
推薦について
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訃　報

高木昭作名誉教授

　本学名誉教授、元史料編
纂所長高木昭作先生は、７
月10日、肝不全のため逝去
されました。享年75歳でし
た。
　先生は、1936年３月29日、
愛媛県北宇和郡三間町（現
宇和島市）にお生まれにな
り、その後東京都立小石川
高等学校を経て、1959年、本学文学部国史学科を卒業
されました。1965年５月、人文科学研究科国史学専門
課程の博士課程を退学、同年６月に史料編纂所に入所
されてからは、『大日本史料』第十二編の編纂・出版
を担当されました。1976年に助教授、1982年教授に昇
任され、その間一貫して江戸時代初期を対象とする史
料の編纂と研究に尽力されています。
　1989年から91年まで先生は史料編纂所長を務めら
れ、本学評議員を併任されました。また、1993年より
文学部教授、1995年より大学院人文社会系研究科教授
を併任されています。1996年、博士（文学）の学位を
取得され、同年に本学名誉教授の称号を授与されてい
ます。停年退職された後、帯広大谷短期大学の学長に
就任され、また2000年から2006年までは放送大学教授
として教鞭を執られました。ほかに公職としては、文
化審議会での委員も務められています。
　先生は、史料編纂所で三十年にわたり、『大日本史料』
十二編の編纂に心血を注がれ、その研究成果によって
近世史の研究を主導されました。日本史研究の基幹的
史料集である『大日本史料』の刊行事業は、百年以上
継続されてきたものですが、そこで高度な内容の質を
保ちつつも、新たな知見を盛り込んで学界に提供する

ということが可能となったのは、ひとえに先生の高度
な研究力量と惜しみない献身的な努力によるものと言
えましょう。先生はこの「十二編」の編纂には、その
四十四巻から五十三巻まで長きにわたって従事してお
られ、この成果が先生のご研究の土台をなすことにな
りました。それに加えて、出講された大学院で後進の
指導にあたられ、ゼミの場で厳密な史料読解を全面的
にお示しになることによって、研究水準の向上に大き
く寄与されました。
　先生の主著としては、『日本近世国家史の研究』（岩
波書店、1990年）、『江戸幕府の制度と伝達文書』（角
川書店、1999年）、『将軍権力と天皇』（青木書店、
2003年）が挙げられます。浩瀚な一次史料の博捜にも
とづき、堅固な史料操作の上に比類ない読解能力を縦
横に駆使され、まったく斬新な論点を示して研究状況
を刷新される、そうした点が高木先生のご研究の特色
でした。幕藩制国家の特質を武士の軍隊が支配した「兵
営国家」とみてシェーマ化した点や、近世の国家的身
分編成と諸「役」賦課の対応関係の発見、当時の社会
意識上における天皇中心の伝統的神国観がもった規定
性といった研究史上著名な論点のほかにも、近世古文
書学を構築する必要性を説かれた新しい史料学の見地
などがあり、およそこの時代を扱う研究者であれば知
らない者はいないほどです。先生は、こうした新しい
研究視角の提示によって、近世史研究の全体像をイノ
ヴェートされたのです。
　晩年の先生のお仕事からは、思わしくない健康にも
かかわらず、なおも研究上の前進を続けようとされて
いた姿勢がうかがわれます。開拓された新境地の全貌
があらわされることなく、とうとう不帰の人となられ
たのは、まことに残念なことでありました。謹んで先
生のご冥福をお祈り申し上げます。

（史料編纂所）
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事 務 連 絡
人事異動（教員）

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

23.8.31 二通　信子 辞　職 国際本部教授
23.8.31 TABLERO VALLAS 

FRANCISCO JAVIER
辞　職 教養学部附属教養教育高度化機構准教授

（採　　用）
23.8.16 不破　麻紀子 社会科学研究所准教授
23.9.1 向井　留実子 国際本部教授 愛媛大学国際連携推進機構准教授

（昇　　任）
23.9.1 小谷　潔 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院新領域創成科学研究科講師
23.9.1 田中　潔 大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究セン

ター准教授
大気海洋研究所助教

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　 東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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Contents

02 Todai Forum 2011　フランスで「知の際」に迫る
04 2011東京大学ホームカミングデイの楽しみ方

07 救援・復興支援室
 各自治体へ義援金をお届け
07 海洋アライアンス
 海のない地域の子どもたちに海の面白さを －山梨県

富士川町立鰍沢小学校にて出前授業を開催
08 本部留学生・外国人研究者支援課
 「平成23年度第1回外国人留学生支援基金奨学生」及

び「平成23年度長島雅則奨学基金奨学生」証書授与
式開催される

09 国際本部
 日本語教育センター2011年度夏学期「集中日本語コ

ース・学術日本語コース」修了式が行われる

10 大学院農学生命科学研究科・農学部
 樹芸研究所クスノキ林「ふるさと文化財の森」に設定

される
11 大学院人文社会系研究科・文学部
 外国人留学生・研究員等との懇親会開催される
11 生産技術研究所
 「イノベーション基盤シミュレーションソフトウェア

の研究開発」第３回シンポジウムを開催
12 大学院農学生命科学研究科・農学部
 秩父演習林がサントリーと研究・整備協定を締結
12 先端科学技術研究センター
 新エネルギー研究開発拠点「環境エネルギー研究棟」

の竣工式

14 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第12回
14 インタープリターズバイブル　vol.50
15 Crossroad～産学連携本部だより～vol.70
16 Policy + alt　vol.24
17 ASIAN DIVERSITY 　No.11
17 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第67回
18 コミュニケーションセンターだより　No.80
18 救援・復興支援室より　No.4

19 大学院理学系研究科・理学部
 第20回理学部公開講演会「理学が拓く未来」の開催

19 国際化推進学部入試担当室
 「平成24年度学部英語コース特別選考募集要項」の公

表のお知らせ
21 情報基盤センター
 「はじめての論文の探し方」、新RefWorks関連コース、

留学生向け総合図書館オリエンテーション（英語）な
ど“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

22 生産技術研究所、大学院総合文化研究科・教養学部
 第７回　駒場キャンパス技術発表会開催のお知らせ
23 情報基盤センター
 中国語で講習します！　留学生のための“はじめての

論文の探し方”ガイダンス
24 附属図書館
 平成23年度冬学期総合図書館備付け図書の推薦につ

いて

25 高木昭作名誉教授

26 人事異動（教員）

28 知の迷路より知の王道を

 特集

 NEWS
一般ニュース

部局ニュース

 コラム

 INFORMATION
シンポジウム・講演会

お知らせ

訃報

 事務連絡

 淡青評論

編 記後集

◆表紙写真◆
　「アントロポメトリア」連続写真、2010年、撮影：UMUT。
　『 Anthropometria - Mode et Science par UMUT et 
Naoki Takizawa』展

　【2～3ページに関連記事】

この場を借りてお知らせさせてください。9月末より、コミュ
ニケーションセンターにて東京大学オフィシャルネクタイの販
売がスタートしました。大学オリジナルのネクタイが欲しいと
いう声を受け、さまざまな問題（デザインってどうするの？価
格はどのくらいのもの？そもそも「淡青」の色って？）に直面
しながら、いろいろな方のお力をお借りして、1年近くの年月
を経てようやく発売にこぎつけました。そんなわけで、既にコ
ミュニケーションセンターの担当は外れましたが思い入れはひ
としおです。お値段は 8800 円とやや高めですが（でも銀座田
屋の製品にしてはかなりお買い得なのです…）東京大学にふさ
わしい上質なネクタイになりました。是非いちどお店でお手に
とってみてください。（ふ）
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東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

知の迷路より知の王道を
　私が７年前に着任した研究室は世界最初に創設された植物病理学の研究
室で、今年105年を迎えた。初代の白井光太郎教授は、植物学、本草学、
考古学にも造詣深く、弥生土器の発見でも知られる。若くしてドイツ留学
した。
　最近の若者は海外に出なくなったと言われる。その責任はシニア世代に
ないだろうか。昔は学位取得後も同じ教授のもとで下積みを続け、職を得
たのち海外留学し帝王学を学んだとも聞く。私の時代には、学位取得後も

同じ研究室で給料をもらえる制度があった。昔の奨励研究員制度である。教授からある程度独立して研究
でき、ライフワークについて熟考出来た。私は２回奨励研究員に採用され、２回目の中途で助手（現在の
助教）になり留学した。
　しかし、今は学位取得時とは別の受入研究者のもとへ移籍しないと給料をもらえない。いわゆる特別研
究員制度で、採用は１回だけである。当然、親元で「艱難難事を玉にし」独り立ちする経験は味わえない。
定職を求め知の迷路をさまようことになる。帝王学を学ぶ（我々の世界で言えば歩むべき知の王道にたど
り着く）しくみが消えてしまった。最近はそれを嫌い、研究者への道を捨ててしまう若者も多い。昔に比
べ若手ポストが激減した状況では定職を得ても雑用を放置し留学できる雰囲気ではない。ポスドク制度の
元祖米国では海外留学は必要性が低いし、国内で移籍したのちも元のボスが就職の面倒を見るのが慣習の
ようだ。
　また、科学研究費補助金に応募できる「若手」の定義が高齢化し、42歳までという例も出てきた。昔な
ら中堅だ。研究費も高額ではない。同時に、定年延長や退職者向けの特任ポスト創設により超大型研究費
のシニアグラント化が進んだ分野では、採択された代表者のもとにポストを求め「若手」がさまよう。高
等教育研究機関のこのような分野は「若手」が踏み込むことをためらう知の迷路と化している。解決策の
一つとして、一定の研究費を長期にわたり保証する「永年教授・永年研究者」制度を設け、シニア研究者
を審査・選抜して生涯現役として手本となり尊敬され助言を求められる役職に位置付け、「若手」に知の
王道を譲りやすくしてはどうだろうか。異論もあるだろうし、もっと良い方法があればそれを選択すれば
よい。より多くの若者に知の王道を目指して欲しい。その鍵はシニア研究者の手中にある。

難波　成任（大学院農学生命科学研究科・農学部）

　（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。　

淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦
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